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第2期 伊勢市デジタル行政推進ビジョン　概要版

社会環境が激変する中、住民に最も身近な存在である基礎自治体には、デジタル活用による
住民の利便性向上と、業務効率化を通じた持続可能な行政運営の実現が求められています。
今後は、単なるツールの導入に留まらず、業務プロセス全体の見直し（BPR）や組織文化の変
革を含めた「DX（デジタルトランスフォーメーション）」を推進することが不可欠です。

　 今 後 、 人 口 減 少 に 伴 っ て 職 員 数 も 減 っ て い く 時 代 に お い て 、 質 の 高 い 市 民 サ ー ビ ス を 提 供 す る に は 、 こ れ ま で

の 業 務 の 在 り 方 を 根 本 か ら 見 直 し 、 職 員 が 効 率 的 に 業 務 を 行 え る 環 境 を 整 え る こ と が 重 要 で す 。 意 識 改 革 を 行

い 、 デ ジ タ ル 化 を 前 提 と し た 業 務 プ ロ セ ス の 見 直 し を 進 め る こ と で 、 単 な る デ ジ タ ル 化 で は な い 真 の D X 化 を 実

現 し 、 職 員 が 心 の ゆ と り を 持 っ て 、 市 民 が 求 め る 質 の 高 い サ ー ビ ス を 提 供 で き る よ う に 取 り 組 み ま す 。

第2期 伊勢市デジタル行政推進ビジョン基本理念

社会的背景

～市民にも職員にも優しく便利なDX行政～

効率化で実現する、質の高い市民サービス
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ビ ジ ョ ン の 位 置 づ け

　  「 官 民 デ ー タ 活 用 推 進 基 本 法 」 に 基 づ く 「 市 町 村 官

民 デ ー タ 活 用 推 進 計 画 」 に 位 置 付 け る と 同 時 に 、 「 自

治 体 D X 推 進 計 画 」 や 「 自 治 体 D X 全 体 手 順 書 」 で 求 め

ら れ て い る 全 体 方 針 と し て 位 置 付 け ま す 。

　 ま た 、 第 3 次  伊 勢 市 総 合 計 画 ・ 後 期 基 本 計 画 に お け

る 分 野 別 計 画 と し て も 位 置 付 け ま す 。

ビ ジ ョ ン の 計 画 期 間

　 令 和 8 年 度 か ら 令 和 1 1 年 度 ま で を 計 画 期 間 と し 、

国 や 県 の 動 向 お よ び 最 新 の デ ジ タ ル 技 術 環 境 の 変

化 に 即 し た ビ ジ ョ ン と し て 推 進 を 図 る た め 、 適 宜 見

直 し を 行 い ま す 。

基 本 方 針

Ⅰ  デ ジ タ ル ツ ー ル を 使 い こ な し 、 新 た な 価 値 を 創 造

で き る 人 材 の 育 成

Ⅱ  効 率 的 に 業 務 を 行 い 、 信 頼 さ れ る 行 政 運 営

Ⅲ  デ ジ タ ル 技 術 を 活 用 し た 、 便 利 で 使 い や す い サ ー ビ ス の 提 供

① 　 D X 推 進 に 向 け た 職 員 の 意 識 改 革

② 　 計 画 的 な D X 人 材 育 成

③ 　 職 員 の デ ジ タ ル リ テ ラ シ ー の 向 上

① 　 最 適 な デ ジ タ ル 技 術 を 活 用 し た 業 務 の 効 率 化

② 　 意 思 決 定 の 迅 速 化

③ 　 働 き 方 の 多 様 化 に 対 応 し た 環 境 整 備

④ 　 ペ ー パ ー レ ス 化 の 推 進 に よ る 業 務 環 境 の 改 善

⑤ 　 セ キ ュ リ テ ィ 対 策 の 徹 底

① 　 各 種 手 続 き の ス マ ー ト 化

② 　 デ ジ タ ル 技 術 を 活 用 し た サ ー ビ ス の 充 実

③ 　 市 民 へ の 情 報 発 信 の 多 様 化 、 迅 速 化
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№ 施 策 名 称 項 目 現 状 値 R 8 R 9 R 1 0 R 1 1

1
D X の 本 質 を 理 解 し 、
現 状 を 見 直 す た め の
意 識 付 け

D X と は 何 か 、 デ ジ タ ル 化
と の 違 い と 進 め 方 を 理 解 し
て い る 職 員 の 割 合

2 4 . 0 % 4 0 . 0 %  6 0 . 0 %  8 0 . 0 %  1 0 0 . 0 %  

2
組 織 内 の D X を け ん 引
す る 職 員 の 育 成

「 Ｄ Ｘ シ ニ ア リ ー ダ ー 」
ま た は 「 Ｄ Ｘ リ ー ダ ー 」
の 数 【 累 計 】

‐ 2 0 名 4 0 名 6 0 名 8 0 名

3
様 々 な デ ジ タ ル ツ ー ル
を 活 用 で き る 職 員 の
育 成

「 Ｄ Ｘ 活 用 人 材 」 の 数
【 累 計 】 ‐ 1 6 0 名 3 2 0 名 ４ ８ ０ 名 6 4 0 名  

4
基 礎 的 な デ ジ タ ル
用 語 知 識 の 習 得

デ ジ タ ル 技 術 を 活 用 す る
た め に 必 要 な 基 礎 知 識 を
理 解 し て い る 職 員 の 割 合

9 . 9 % 2 5 . 0 % 5 0 . 0 % 7 5 . 0 %  1 0 0 . 0 %  

5
サ ー ビ ス デ ザ イ ン
思 考 の 定 着

利 用 者 が 求 め る 価 値 を 理 解
し 、 利 用 者 目 線 で 良 い サ ー
ビ ス と は 何 か 考 え る こ と が
で き る 職 員 の 割 合

5 . 8 % 1 5 . 0 % 3 0 . 0 % 4 5 . 0 % 6 0 . 0 %

6
職 員 の セ キ ュ リ テ ィ
意 識 の 向 上

庁 内 職 員 向 け 標 的 型
攻 撃 メ ー ル 訓 練 に お け る
不 審 メ ー ル 開 封 率

R 4 : 0 . 8 ％
R 5 : 1 9 . 5 %
R 6 : 6 . 4 %
R 7 : 0 . 0 %

0 . 0 % 0 . 0 % 0 . 0 % 0 . 0 %

◆ Ⅰ  デジタルツールを使いこなし、新たな価値を創造できる人材の育成
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◆ Ⅱ  効率的に業務を行い、信頼される行政運営

№ 施 策 名 称 項 目 現 状 値 R 8 R 9 R 1 0 R 1 1

7
デ ー タ 分 析 ・
活 用 ス キ ル を 備 え た
人 材 の 育 成

デ ー タ ベ ー ス の 基 本 的 な
知 識 を 備 え 、 収 集 し た デ ー
タ の 可 視 化 や 分 析 ・ 活 用 を
行 う こ と が で き る 職 員 の
割 合

2 6 . 6 % 4 0 . 0 % 5 5 . 0 % 7 0 . 0 % 8 5 . 0 %

8
生 成 A I や A I - O C R ・ R P A 、
公 開 型 Ｇ Ｉ Ｓ 等 を 活 用 し た 業
務 時 間 の 削 減

デ ジ タ ル 技 術 の 導 入 に よ
り 、 導 入 前 と 比 べ て 短 縮 さ
れ た 業 務 時 間 の 合 計

５ , ６ ３ ９ . ８
時 間

6 , 3 0 0 . 0
時 間

6 , 5 0 0 . 0
時 間

6 , 7 0 0 . 0
時 間

6 , 9 0 0 . 0
時 間

9 電 子 決 裁 の 推 進
文 書 管 理 シ ス テ ム に
お け る 電 子 決 裁 率

4 3 . 9 % 4 5 . 0 % 5 0 . 0 % 5 5 . 0 % 6 0 . 0 %

1 0
執 務 場 所 に と ら わ れ
な い 労 働 環 境 の 整 備

窓 口 を 除 く 対 象 職 種
に お け る テ レ ワ ー ク
実 施 職 員 数 【 累 計 】

1 6 1 名 2 0 0 名 2 5 0 名 3 0 0 名 3 5 0 名

1 1
プ リ ン タ 使 用 枚 数 の
見 え る 化 と 意 識 改 革

全 庁 的 な 月 間
プ リ ン タ 印 刷 枚 数 の
R 7 年 度 比 削 減 率

5 , 8 2 8 , 8 7 2
枚

R 7 年 度 比
▲ 2 . 0 %

R 7 年 度 比
▲ 4 . 0 %

R 7 年 度 比
▲ 6 . 0 %

R 7 年 度 比
▲ 8 . 0 %

1 2
不 正 ア ク セ ス や 情 報
漏 洩 を 防 ぐ た め の 対
策

重 大 イ ン シ デ ン ト
発 生 件 数

R 4 : 1 件
R 5 : 1 件
R 6 : 0 件
R 7 : 1 件

0 件  0 件 0 件 0 件
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◆ Ⅲ  デジタル技術を活用した、便利で使いやすいサービスの提供

№ 施 策 名 称 項 目 現 状 値 R 8 R 9 R 1 0 R 1 1

1 3
行 政 手 続 き の オ ン ラ
イ ン 化 の 推 進

オ ン ラ イ ン 化 さ れ た
行 政 手 続 き の 数 1 4 2 件 1 7 0 件 2 0 0 件 2 3 0 件 2 6 0 件

1 4
利 用 者 に 優 し い U I
の 設 計

オ ン ラ イ ン 申 請 ツ ー
ル の 利 用 満 足 度 8 ３ . ４ % 8 9 . 0 % 9 3 . 0 % 9 7 . 0 % 1 0 0 . 0 ％

1 5
チ ャ ッ ト ボ ッ ト を 活 用
し た 内 外 か ら の 問 合
せ 対 応 の 自 動 化

L IN E や Ｗ ｅ ｂ 上 で
生 成 Ａ Ｉ を 活 用 し た
チ ャ ッ ト ボ ッ ト で 、 問
合 せ 対 応 可 能 な 部 署
の 数 【 累 計 】

‐ 1 5 部 署 3 0 部 署 4 5 部 署 6 0 部 署

1 6
各 種 Ｓ Ｎ Ｓ 等 を 活 用 し
た 多 様 で 迅 速 な 情 報
発 信

市 が 運 用 す る Ｓ Ｎ Ｓ
の 登 録 者 数 の 合 計

4 7 , 2 7 2
名

5 3 , 0 0 0
名

5 6 , 0 0 0
名

5 9 , 0 0 0
名

6 2 , 0 0 0
名


